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表3ミ ルカーの規格・基準概要の詳細比較
2-2

北海道 ISO(96年 改訂)

①④ASB付きでユニット数が 2-10台 の場合=200+30n
″  ″    〃    H台 以上の場合=500+10(n-10)

①⑥ASBな しでユニット数が 2-10台 の場合=400+30n
11台以上の場合=700+10(n10)

②lユニット当たりの空気消費量=402/分
③システムの漏れ=10+2n
④④調圧器のロスlASB付 さ)=①①×01/09
④③  ″  lASBな し)=①③×01/09
⑤④パルセーターラインの漏れlASB付 き)=O④ +②+③十④①)× 5/95
⑤⑥パルセーターラインの漏れlASBな し)=①⑥+②十③+④⑥)× 5/95

2 洗浄のための真空ポンプ必要量

ミルクライン外径
総ユニ ット数

2   3   4   5   6   8  10  12  14  16
匂

初

初

９

２

０

ｍｍ
５

５２

６３

７６

520 545 570 730 890 1050 1160 12701380
830 890 1050 1160 12701380

-    ―    - 1350 13551405

1 真 空 ポ ンプ必要 排 気 量  2/分         (ASB=オ ー トシ ャ ッ トオ フバ ル

総ユニット数
2    3   4    5    6   8   10   12   14   16   20

①有効   ⑤
貯蔵量  ⑤

４

４

４

６

２

４

80  120  160  200  240  320  400  480  560  640
システムの漏れ 14   16   18   20   22   26   30   34   38   42   50

り 調 l■ tt lA」
のロス  ⑥

２

４

４

７

⑤パルセータHじ
ラ/rンの漏力Q

２

４

４

５

３

４

３

４

２

４

拿1鴛B黒
403  482  562  641  720  879 1037 1149 1261 1373 1595
637  716  796  875  954 1113 1272 1383 1495 1606 1831

ASAE(ア メリカ農業工学会)

1バキューム
ポンプ
(n:ユニット勤

150+150n+α ′/分

500+85n+α

1000+85n+α

′/分 lASB付 き)

′/分 lASBな し)

基本容量
エツト当たり

2調圧器 真空系より真空ポンプに近い側で
真空タンクを経た真空配管と牛乳配管に分岐している場合には分岐点
の手前に設置する。

・真空タンクからそれぞれパルセーター用配管と牛乳配管に分岐してい
る場合には真空タンクもしくは真空タンクとサニタリートラップの間
に設置する。

・異系列送乳高真空パイプラインの場合には真空ポンプに遠い側でサニ

タリートラップの近くに設置する。

パイプラインでは調圧器の感知部は真空タンクとレシーバージャーの間に設置する。
バケットミルカーでは調圧器の感知部は真空タンクと真空配管の最初の接続点の間に或いは
真空タンクの上に設置する。
調圧器の感度=l Kpa以内
調圧ロス=352/分 以下、もしくはマニュアルリザープの10%以内
調圧器の漏れ=調圧器の感知部の作動真空圧から2Kpa下 がつた真空度において、352/分、
もしくはマニュアルリザープの5%以内。

調圧器の感知部または本体は真空配管の
上で、できる限リサニタリートラップの
近くに設置する。
クラスター (ミ ルククロー)落下テスト=
2Kpa以内
調圧器の漏れ=調圧器の感知部の作動真
空圧から2Kpa下がつた真空度において、
マニュアルリザープの10%以 内

3メ イン
バキューム
ライン

表 1配管長と配管口径

阻 冨 長 空気流量 2/分
-800  1000  1200 1600

４

６

８

‐０

‐２

一　

一　

一　

二

32A  32A  40A  40A
32A 32A 40A 50A
32A  40A  40A  50A
40A 40A 50A 50A
50A 50A 50A 60A

表3主配管(樹脂系)の 最小内径 mm    表4主配管(亜鉛メッキ)の 最小内径 mm
空気流量

′/分

王 具 空 趾官 の長 さ m
凩    10    1月     ,0

500
600
700
800
900
1000
1200
1400
1600
1800
2000
2500
3000
3500

４

７

２

４

６

８

１

４

７

０

２

７

２

６

３

３

４

４

４

４

５

５

５

６

６

６

７

７

２

５

０

２

４

５

８

１

４

６

８

３

８

２

０

２

６

８

０

２

４

７

９

２

４

８

２

６

３

３

３

３

４

４

４

４

４

５

５

５

６

６

２

２

３

３

３

３

３

４

４

４

４

５

５

５

空 気 流 重

2/分
王具空配官の長さ m
5     10     15     20

500
600
700
800
900
1000
1200
1400
1600
1800
2000
2500
3000
3500

３

４

４

４

４

４

５

５

５

６

６

７

７

８

４

７

９

１

３

５

９

２

４

７

０

５

０

５

０

２

４

６

８

９

２

５

７

０

２

７

１

５

表2推 奨最小配管内径

ポンプ容量
2/分

主真空配管の長さ m
5    15    20    25

1500
2000
3000
4000
5500
7000
8500
10000



表4ミルカーの規格・基準概要の詳細比較
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コ
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北海道 新 ISO(96年 改訂 ) ASAE(ア メリカ農業工学会 )

4パルセータ
ーライン ■ニツト

台数
1ス ロープの配管の長さ m
20-40  40-60 60-80

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

主真空配管の長さ m
801001201401601

６

１

６

０

３

６

９

２

４

３

４

４

５

５

５

５

６

６

３

４

４

４

５

５

５

６

６

４

９

３

７

０

３

６

８

１

２

７

２

５

８

１

４

６

８

１

６

０

３

６

９

１

４

６

３

３

４

４

４

４

５

５

５

２

３

３

４

４

４

４

５

５

メ

空気流量
ι/分

主真空配管の長さ m
60 80 10012014016018(

４。

６０

８０

‐００

‐２０

‐４０

‐６０

‐８０

２００

３

４

４

５

５

６

６

６

７

５

１

６

０

４

８

１

４

７

４

０

５

９

８

６

９

２

５

３

４

４

４

５

５

５

６

６

３

８

３

７

１

４

７

０

２

３

３

４

４

５

５

５

６

６

３

３

４

４

４

５

５

５

６

０

５

９

３

６

９

１

４

６

３

３

３

４

４

４

５

５

５

表 3パ ルセー ター配管最小内径

ユニ ット 1 管の直径 *

-14
15'人■   3    75

*mmは 公称内径、インチはUSパイプサイズ

5ミ ,レクライン プのユスロー ニ ッンロ径3
内 径 1ス ロー プの配 管 長  m

Rn  ztn  Rn  Ao  70 Rn
８

２

６

０

４

３

４

４

５

５

１

２

３

３

４

２

２

３

４

５

表7タ イストール牛舎での1ス ロープ

・★ユニット数に制限なし
()内 は1ス ロープに平均30秒間隔
で装着する場合の最大ユニット数

表8タイストール牛舎での1ス ロープ

a)一 時的

a)1ス ロープでの一時的空気流入量
b)          ″

c)          〃

装着間隔10秒
*ユニット数に制限なし

. 50′ /分
1002/分
200′ /分a)一時的空気流入量‐1002/分

b)  ″    =2002/分
ミルクラインは両引き配管
*ユニット数に制限なし ()内 は1ス ロープに5秒間隔で装着する場合の

最大ユニット数
勾配は02%以上

()内 は1ス ロープに平均30秒間隔
で装着する場合の最大ユニット数

パー ラー

最大流量
を/分

内径 配管勾配 %
05   10   15  20

重 な

40
3
7
14

*`RR)
４

９

‐９

４８

b)慎 重 業 ミルクライン両引

最大流量
2/分

径

ｍｍ

内 ｍ
０

長カ

ｍ
一口

ｎ

ス

，

３

４

Ａ

２

４

Ｒ

３

に

＊

38
485
A0

ル ン

最大流量
′/分

内径 配管勾配 %
05    10

ヨ重な
３

４

６

l

4
*(10)

38
485
60

４

９

１

＊

6     7
12   16

*(23)*(28)
*    *

４

９

２‐

６０

yθЭ

５
Ｈ
２３

＊

1     2
3     6
8   15

*(24)*(45)
２

５

１

４

業者

３

４

６

３

４

６

0
2

*r4)

入量‐100

*ユニット数に制限なし
()内 は1ス ロープに5秒間隔でユニット
を装着する場合の最大ユニット数

b)   ″   =2002/分
勾配は08%以上

タイストール牛舎でのミルクライン
口径と1ス ロープの最大ュニット

パ ー

じレクライ)

内径 nllll

配管勾配 %
1 0   1 2   1 5

者 rミ ルクライン面弓1大 配
４

６

７

９

４

９

‐６

３８

３

７

４

４

一 般 の 作 業 者 (ミ ル ク ラ イ ン面 弓|き

４

６

７

９

３

８

‐６

４‐

１

４

０

７

１

４

９

４

=1002/分

6ミ ルククロー 最小有効容量は80m′ ブリードホールからの吸気量は122/分 以下、それ以外のエア漏れは22/分以下 エア漏れは22/分以下

7パルセーター 拍動数、拍動波形はメーカー指定の範囲内。 リンピングは5%以内 拍動数は±3%以 内、拍動比は±5%未満、パルセーター間も±5%未満、 リンピングは5%未
満パルセーションサイクルのbフ ェーズは30%以上、dフ ェーズは15%、 150ms以上

同左 (新 ISOに 同じ)

道立根釧農業試験場資料一部改変


